
　あけましておめでとうございます。皆様には、
明るい新年をお迎えのこととお喜び申し上げま
す。
　昨年、うらやす社協では、社会福祉法人改革
の一環として、大きく組織を一新させて活動を
してまいりました。そして、支部社協推進委員
をはじめ多くの皆様のご協力をいただき、赤い
羽根共同募金や歳末たすけあい募金運動、高齢

者・子育てサロンの運営、堀江・富岡・高洲の
3つの地域拠点ぽっかぽかの活動など、浦安市
に住むすべての方々の福祉増進のために、さま
ざまな事業を展開してきました。
　4月には、市から選定された富岡地域包括支
援センターの指定管理者として運営に携わるよ
うになりました。住み慣れた地域で高齢者の皆
様が安心して過ごすことができるよう、さまざ
まな相談に応じ、地域のいろいろな機関との
ネットワーク作りにこれからも中心的な役割を
果たしていきます。
　そして、うらやす社協が行ってきた市民後見
人養成事業の成果として、浦安市で初めての市
民後見人が誕生しました。うらやす社協では、
今後もさらに市民後見人の活動が広がるよう、
努力をしてまいります。
　これまで、うらやす社協では地域の皆さんの
福祉増進のために地域の皆さんと一緒になって
事業を推進してまいりましたが、平成29年度

に設立55周年、そして社会福祉法人となって
35周年という大きな節目の年を迎えることが
できました。これも、設立当初より、陰になり
日向になり、うらやす社協を育ててくださった
多くの皆様のお力の賜物と深く感謝をしていま
す。
　うらやす社協では、この節目の年を皆様とと
もにお祝いし、これからの事業の糧とするため、
来たる2月9日（金）に記念式典を行い、併せて、
これまでのうらやす社協の歴史を振り返るため
に、設立55周年・社会福祉法人35周年記念誌
を発行する予定で準備を進めています。
　本年は、これまでの55年の歴史を踏まえ、
新たなうらやす社協の船出の年として、職員一
丸となって、一層の努力を重ねてまいりたいと
思っておりますので、皆様のご理解、ご協力を
お願い申し上げます。本年が皆様にとって幸多
き一年になることをお祈りし、新年のご挨拶と
いたします。

年頭のご挨拶

社会福祉法人浦安市社会福祉協議会

会　長　大塚　久美子

昨年中は、おかげさまで皆さまと一緒に
さまざまな事業に取り組むことができました。
2018 年 今年もよろしくお願いいたします！
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うらやす社協のキャラクター
「うらちゃん」です。

今年もよろしくお願いします。



浦安市社会福祉協議会設立55周年・社会福祉法人35周年記念式典
日時：平成30年２月９日（金）　午後1時〜
場所：浦安市文化会館小ホール
　　　第１部記念式典
　　　第２部記念講演
　　　講師…白梅学園大学学長　汐見稔幸先生
　講師に白梅学園大学学長（東京大学名誉教授）で、我が国の子育て家族の支援に造詣が深く、国
のさまざまな制度設計にも関与されている汐見稔幸先生をお招きし、記念講演会を開催します。
　国が標榜する「我が事・丸ごと」地域共生社会の実現は、地域の課題にすべての皆さんが参加し、
地域ぐるみで解決する事が必要です。そして、これは、日頃より地域に根ざした福祉活動を展開
する社会福祉協議会が担うべき使命の一つだと考えています。
　先生には、地域で、どう子どもを育てるか、子育てを子育て世代のみのこととしてとらえずに、
地域に住むすべての方々、取り分け、子育て経験の豊かな高齢の方々が生きがいを感じつつ、子
育てに関わること、それにより、地域共生社会の実現につながるためにどうすれば良いのかといっ
た観点から、お話を伺います。

浦安市社会福祉協議会設立55 周年・社会福祉法人35周年
　浦安市社会福祉協議会（うらやす社協）は、昭和37年9月1日に設立されて以来、平成29年度に設立55周年、そして昭和57年7
月20日に社会福祉法人となって35周年という大きな節目の年を迎えることができました。これも、ひとえに設立当初より、さま
ざまな形でご協力をいただいた多くの皆様のお力添えの賜物だと考えています。
　うらやす社協では、この節目の時期に臨み、それを記念し、広く市内外に伝え、また社協に関わる皆様とともに祝い、今後の事
業推進の糧とするため、次のとおり、記念式典を開催することになりました。
　また、これまでの55年を振り返り、現在のうらやす社協の礎を築かれた皆さんの記録をとどめ、後世に伝えるため、記念誌を
発行します。

平成18年にぼくたちが
誕生したんだね！

東野小学校地区児童育成クラブ

小地域福祉圏推進委員の皆さま

平成14年1月　ファミリー・サポート・センター事業開始
4月　スロープ付軽自動車貸出事業開始

平成15年4月　リフト付きワゴン車「ゆうあい号」貸出事業開始〜平成21年3月
5月　福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業）開始

平成2年4月　小地域福祉圏地域ぐるみ福祉ネット　ワーク事業推進委員会設置  ※支部社協の前身
7月　食事サービス（社協事業として）開始　 ※これまではボランティア会で実施

平成18年4月　法人後見事業要綱制定
10月　うらやす社協のキャラクター「うらちゃん」誕生

●
平成20年4月　成年後見・生活支援センター設置

●

平成26年10月　市民後見推進事業開始（市民後見人の養成）
　うらちゃんサロン望海（子育てサロン）開設

●

平成22年4月　東野小学校地区児童育成クラブ事業開始
7月　エスレ高洲支部社会福祉協議会事務所設置（現高洲ぽっかぽか）

●

平成25年6月　堀江つどいの広場・旧医院開設
10月　常設型災害ボランティアセンター開設

●

平成24年10月　大型バス「きずな号」貸出事業開始
●

平成24年3月　福祉しょっぷ「ふくふく」 オープン
●

平成21年4月　リフト付き大型バス「スマイル号」及び車いす貸出事業開始
7月　老人福祉センター運営開始

10月　法人後見受任
●

平成27年7月　放課後異年齢児交流促進事業開始
　　　　　　　（夏休み期間中のみの受託）

9月　うらちゃんサロン北栄開設
●

平成23年3月　軽貨物車両貸出事業開始
6月　より処ぽっかぽか（現堀江ぽっかぽか）開設

●

平成28年4月　生活支援・介護予防体制整備事業開始   
　　　　　　　 生活支援コーディネーターの配置

4月　富岡小学校地区児童育成クラブ事業開始
6月　富岡ぽっかぽか開設
7月　うらちゃんサロン猫実開設

●
平成29年4月　富岡地域包括支援センター運営開始

7月　初の市民後見人誕生
9月　放課後異年齢児交流促進事業通年事業となる
　　　（東野うらちゃんひろば開設）

●
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大塚さん　ゴミゼロ運動も婦人の会が先頭に立ってやりまし
た。毎月1日、15日の午前中でした。今でもよく覚えています。
醍醐さん　お年寄りを戸別訪問して話し相手になったり、お年
寄りのおむつを縫ったりという活動もしました。着替えがしや
すい服とかも縫いましたよ。
小山さん　募金、不用品交換会、防災訓練のおにぎり作りなど
何でもやりました。やることが当たり前だと思ったし、やるこ
とすべてが福祉でした。
――これからの若い人に向けてひとことお願いします。
小山さん　時代も変わって、今は無関心の人も多いようですね。
でも、若い人にも頑張ってほしい。
醍醐さん　そうですね、それにもっと横の繋がりを持ってほし
いとも思います。
大塚さん　これからも婦人の会のいいところは残していってほ
しいですね。
杉山さん　私は先輩方に育てられました。いろんな話を聞いて、
活動をして…本当に社会
勉強になったなと思いま
す。昔のことを知らない
人に、いろいろ引き継い
でいきたいし、これから
の人にも引き継いでいっ
てほしいと思います。

浦安市社会福祉協議会設立55周年・社会福祉法人35周年記念誌
　うらやす社協の設立55周年、社会福祉法人35周年の節目の年を記念し、これまでの歴史を振り返るために、記念誌を発行します。
　内容は、これまで、地域福祉の担い手となり、さまざまな活動を通して現在のうらやす社協の福祉事業の礎を築かれた皆様の活
動の記録をとどめ、永く後世に残すものです。それによって、地域福祉の脈々とした時の流れを次世代に伝えるものです。

ただいま記念誌の取材・編集を進めています！
　うらやす社協の発足は昭和37年ですが、これに先立つ昭和
26年に発足したのが浦安町婦人の会（現・浦安市婦人の会連合
会・浦安市赤十字奉仕団）です。そしてこの婦人の会の皆さん
が募金活動や環境整備、その他さまざまな分野で地域福祉活動
の担い手となり、うらやす社協の礎を築いて来られました。そ
こで、まずは「婦人の会の先輩方にお話を伺おう」と、座談会を
開きました。
　平成29年12月4日、座談会会場の浦安市堀江三丁目自治会
集会所に集まっていただいたのは、大塚満子さん・醍醐和子さ
ん・小山八重子さん、そして杉山かおるさんの4名。大塚さん・
醍醐さん・小山さんはいずれも御年90歳前後の人生の大先輩で、
婦人の会の活動を牽引されてきた方。大塚さんは、婦人の会連
合会の会長を長く務め、また、うらやす社協の会長も歴任され
ました。杉山さんは現在の婦人の会連合会の役員さんです。

――婦人の会の皆さんは、さまざまな活動をされてきました
ね？ どのような活動をされましたか？
大塚さん　思い出すのは募金活動ですね。今と違って戸別訪問
です。当時は家に誰かしらいましたからね…。
小山さん　そうそう、募金の箱ぶら下げて一軒一軒回ったねえ。
昼間留守だったら、夜また行って…。そりゃ大変でした。でも
個別訪問だと、お陰様で募金がたくさん集まるの。
醍醐さん　中央公民館に集まって、一軒なしに歩きましたね。

浦安市社会福祉協議会設立55 周年・社会福祉法人35周年

スロープ付軽自動車

富岡地域包括支援センター
（ともづな富岡）

浦安町役場福祉課内に事務局を設置

婦人の会の募金活動
（昭和46年頃）

社会福祉法人設立認可書

昭和6年　方面委員会（現民生委員児童委員協議会）発足
●

昭和21年12月　方面委員に代わり民生委員が配置
●

昭和25年5月　保護司が委嘱される
●

昭和37年9月　浦安町社会福祉協議会設立
●

昭和57年7月　社会福祉法人浦安市社会福祉協議会認可
●

昭和30年　世帯更生資金（現生活福祉資金）貸付事業開始
●

昭和54年4月　福祉資金貸付事業要綱制定（貸付事業は昭和46年から開始）
●

昭和56年4月　浦安市市制施行
●

昭和58年4月　交通遺児等援護基金規程施行
●

昭和59年4月　心配ごと相談所設置

昭和59年10月　結婚50周年記念事業開始
●

●

●

昭和63年4月　事務所を市役所庁舎内から浦安市総合福祉センターへ移転
　うらやす社協が千葉県共同募金会浦安市支会の事務局に
　うらやす社協が民生委員児童委員協議会の事務局に
　うらやす社協が保護司連絡協議会の事務局に
　母子福祉センター管理委託業務開始
　地域福祉センター管理委託業務開始

平成8年4月　ボランティアセンター開設

● 平成6年8月　自動販売機設置運営事業開始

昭和60年5月　福祉乳酸菌飲料事業（ひとりぐらし高齢者安否確認）開始

●

平成14年1月　ファミリー・サポート・センター事業開始
4月　スロープ付軽自動車貸出事業開始

●

平成元年6月　高額療養費貸付事業要綱制定
●

平成12年4月　高額介護サービス費等貸付事業開始

●

●

平成2年4月　小地域福祉圏地域ぐるみ福祉ネット　ワーク事業推進委員会設置  ※支部社協の前身
7月　食事サービス（社協事業として）開始　 ※これまではボランティア会で実施

平成3年7月　　
ひとりぐらし高齢者
一泊旅行事業開始

●
●

平成13年5月　支部社会福祉協議会事業開始

●
浦安市総合福祉センターに

事務局を移転

●
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みんなでつくる地域交流の場！

はじめてみませんか！
Uセンター教室・講座案内

【堀江ぽっかぽか】　TEL：047-721-3737
●弾き語り
　ギターの生演奏で、みんなでいっしょに歌いましょう。リクエストに応
えてくれるかも！
　毎月第2木曜日の午前10時30分から正午までやっています。参加費は
無料です。

●手づくりサロン（手芸サロン）
　手先の器用な方も、そうでない方も一緒に小物を作ってみませんか？
ブローチ作りや、季節の飾りを作成しましょう。毎月第2金曜日の午後1
時から3時までやっています。
※材料代として100円の参加費がかかる場合があります。
●ぽっかぽかランチ
　おべんとうボランティアグループが作った手づくりの温かいお弁当を、
みんなでお話ししながら食べませんか！
　8月を除く毎月第3または第4木曜日の正午から午後1時に65歳以上の
おひとり暮らしの方限定で昼食会を行っています。参加費は各回200円
で事前予約制です。

　浦安市老人福祉センター（愛称：Uセンター）では、健康増進や教養の向上を目的に、さまざまな
教室、講座を開催しています。
　4月から始まるUセンターの教室や講座で、新しいことにチャレンジしてみませんか！

【高洲ぽっかぽか】　TEL：047-721-1294
●囲碁サロン
　毎週土曜日午前10時から11時30分に高洲ぽっかぽか前のサロンスペー
スで行っています（第5土曜日と休館日は除く）。参加費は無料です。
●将棋サロン
　第1・第3土曜日の午前10時から11時30分までエスレ高洲の2階第4
会議室で行っています（休館日は除く）。参加費は無料です。
※どちらもお申し込みは直接窓口かお電話でお願いします。
●うらちゃんカフェ高洲
　認知症の相談や、予防などを目的とし、楽しくお茶を飲みながらお話し
したり、簡単な脳トレゲームや体操を行っています。
　毎月第2・4火曜日の午前10時から11時30分まで、高洲ぽっかぽか前
のサロンスペースで行っています。参加費はおひとり100円です。

【富岡ぽっかぽか】　TEL：047-380-1294
●ぽっかぽかサロン
　毎月第3金曜日の午後1時30分から3時30分まで季節に合わせた小物
を作ったり、生活に役立つ講座を開催しています。

●司法書士相談
　相続・遺言・成年後見などのご相談に司法書士が応じます。平成30年
は1月17日と2月21日と3月14日に実施予定です。
　時間は午後1時30分から3時30分まで、お一人の相談時間は45分です。
完全予約制ですので、うらやす成年後見・生活支援センターまであらかじ
め電話・FAX・メールでお申込みください。
うらやす成年後見・生活支援センター　☎047-355-5315

【初めて利用される方】
　Uセンターを利用するためには使用券の発行が必要です。
　手続きには問診を含めて20分〜30分程度かかります。
　時間に余裕をもって、手続きにお越しください。
　手続き受付時間　午前9時〜11時30分、午後1時〜3時
　①「使用券交付申請書」の記入
　②「緊急時用資料」の記入
　③運転免許証や健康保険証など住所・氏名・生年月日のわかる物の提示
　④Uセンター内健康相談室で看護師の簡単な問診

【Uセンター利用案内】
開 館 時 間：午前9時〜午後4時（浴室の利用時間は午前10時〜午後3時）
休 館 日：日曜日、祝日、年末年始（12月28日〜1月4日）
利用できる方：浦安市在住の60歳以上の方で伝染性疾患のない方
利 用 方 法：受付に使用券を掲示すると利用できます。
問 合 せ：☎047-351-2096

　社会福祉分野などで長年の功績が称えら
れ表彰された方々をご紹介します。
◆藍綬褒章
　渡邊　武　氏
◆法務大臣表彰
　醍醐　誠一　氏
◆厚生労働大臣表彰
　森下　靖子　氏
◆浦安市民功労者表彰
　安藤　克子　氏　　武部　晴子　氏
◆全国社会福祉協議会会長表彰
　森下　靖子　氏　　熊川　正明　氏
　大塚　春代　氏
◆千葉県社会奉仕賞
　介助グループ「あいあい」
◆千葉県社会福祉協議会会長表彰
　大塚　豊彦　氏　　　米田　俊子　氏　
　塩谷　祐司　氏　　　荒井　操江　氏　
　石川　直子　氏　　　久村　マリ子　氏
　黒濱　百合子　氏　　五味　久仁子　氏
　榊原　恭子　氏　　　原田　幸子　氏　
　舩橋　富代　氏　　　増田　れい子　氏
　水溜　學　氏　　　　牟田　雅子　氏　
　山本　保　氏　　　　吉岡　美佐子　氏
　吉田　良子　氏　　　牧野　剛　氏
　浦安市社会福祉協議会海浜2支部
◆関東地方更生保護委員会委員長表彰
　石神　巖　氏
◆千葉県知事感謝状
　富山　勝夫　氏
◆千葉保護観察所長表彰
　宇佐美　敬　氏
◆千葉保護司会連合会長表彰
　川口　利治　氏

平成29年
表彰者のご紹介

〈自由参加教室〉

太極拳教室 水曜日　午前9時20分〜10時20分
スポーツ民謡教室 水曜日　午前10時30分〜正午
そろばん教室 金曜日　午前10時〜正午
健康体操教室 金曜日　午前10時25分〜11時15分・午前11時15分〜午後0時5分
いろんなダンスを覚えよう 金曜日　午後1時〜2時30分
ヨーガ教室 土曜日　午前9時15分〜10時・午前10時5分〜10時50分

〈申込が必要な教室〉
申込期間
1月15日〜1月31日

書道教室 月・火・金曜日　午前10時30分〜正午
ダンス教室 月曜日　午前10時〜正午
民謡教室 火曜日　午前11時〜正午・午後1時〜2時
和紙はり絵教室 水曜日　午前10時30分〜正午
陶芸教室 火・金曜日　午前10時15分〜午後0時15分

〈申込が必要な講座〉
申込期間
2月15日〜2月28日

陶芸講座 火曜日　午後1時〜3時
生け花講座（池坊） 水曜日　午前10時30分〜正午・午後1時〜2時30分
英会話講座 木曜日　午前10時〜10時50分・午前11時〜11時50分
茶道講座（裏千家） 金曜日　午前10時〜正午
着付講座 土曜日　午前10時〜正午
エンジョイ・フラ 土曜日　午後1時〜2時30分

大きな声を出して歌ってます！

自然と笑みがこぼれます

「毎月のイベントに楽
しく参加しています。
自分の力でいつまでコ
ミュニケーションできる
か、毎回楽しみです」

参 加 者 の 声

「歳をとると、趣味やおしゃべりが一番です。毎回楽しみにしています。
いっぱいおしゃべりしようと思います。とても勉強になるお話も聞け
てよかったです」

参 加 者 の 声

「弾き語りの日はカレンダーに三重丸を付けています。毎回元気をも
らえて、生きがいを感じます」「生演奏は迫力があって良い！ やみ
つきです」

参 加 者 の 声

い
ろ
ん
な
ダ
ン
ス
を
覚
え

よ
う（
自
由
参
加
教
室
）
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クリスマスイルミネーション
　昨年12月2日（土）
午後4時から堀江つ
どいの広場でクリス
マスイルミネーショ
ン点灯式を行いまし
た。
　当日は寒かったの
ですが、冬晴れとな
り、日が暮れるにつ
れ、フラワー通りに
多くの方が来られて賑わい始めました。イルミネーション点灯の前後には、
クリスマスソングの演奏も行われ、会場は幻想的な雰囲気につつまれまし
た。そして、みなさんで声を合わせたカウントダウン、点灯時にはお子さ
んたちから「ついた！ ついた！ ！」「きゃ〜！ すごいすごい！ ！」「き
れいだね！」と歓声が上がり、その日一番の盛り上がりをみせました。
　つどいの広場利用者からは「普段通っていたところがこんなにきれいに
なるなんて、子どもの思い出に残ります」との声をいただきました。また、
イルミネーションに集まるお子さんたちを前に地元の方からは「フラワー
通りが浦安の目抜き通りだったときのように、賑わって嬉しい。昔を思い
出すなぁ」という声が聞かれました。
　地元商店（とくべ・どんぐりころころ・天哲・九重・ひねもすのたり・
なゆた・猫実珈琲店・浦安ハーブコミュニティ）などの出店ブースは多く
の方で賑わい、会場を盛り上げていただきました。その後、元町の夜を光
で彩るイルミネーションは12月25日（月）まで毎日午後4時30分〜9時の
間点灯しました。
　今回で4回目を数えるクリスマスイルミネーション。うらやす社協では、
これからも地元自治会や商店などのご協力のもと、地域交流に取り組んで
まいります。

「認知症予防プログラム脳トレ指導者研修」
　あなたは何問解けますか？Let’s Challenge ！（レッツ・チャレンジ！）

問題
1）「額

ひたい
」についての慣用句、次の文の空欄を埋めてください

わが家の庭は狭くて、（　　　）ほどしかない
2）「目」についての慣用句、次の文の空欄を埋めてください

ケーキは大好きです。甘いものに（　　　）です
3）  計算してください

じゅうさん　ひく　なな　たす　きゅう
4）  あるなし問題　ある側の共通点は何？

「みどり」はあって　「あか」はない
「こども」はあって　「おとな」はない
「体育」はあって　　「運動」はない
「文化」はあって　　「文明」はない

5）  なぞなぞ①
おじいちゃんと孫がするボール遊びは？

6）  なぞなぞ②
木材店で、ひどく転んだ人は何を買った？

※答えは下に記載

　脳トレの目的は問題を解くことではありません。問題を解くプロセス（過
程）によって脳の活性化を促すことが大切なのです。脳トレドリルのやり
方や、楽しい問題を選択する方法、場を盛り上げるコミュニケーションの
方法など脳トレのやり方といっても千差万別です。今後、各支部社協のサ
ロンなどで「脳トレ」の進行役が担えるよう、昨年11月5日（日）に「NPO
法人こころとからだの介護予防協会」より講師を招き、なぜ脳トレが必要
なのか、脳の仕組みから参加者同士で実際の脳トレを行ってみるなど、指
導者向けの研修会を実施しました。
　参加者からは「自分のためにもなりました、地域に伝えていきたいです。
さっそくやってみます！」との声をいただきました。
　うらやす社協では今後、地域での高齢者サロンがより一層面白く、また
一日でも長く健康でいられるような活動の支援をしてまいります。

答え　　1）猫の額　　2）目がない　　3）15　　4）祝日
　　　　5）祖父とボール（ソフトボール）　　6）痛かった（板買った）

地元商店等の出店ブースは大賑わい（点灯式当日の堀江ぽっかぽか前）

どのドリルを選択して実習するか、相談中！

幻想的なイルミネーション

　浦安市は、昨年9月15日より市内のすべての小学校で1年を通し
て放課後異年齢児交流促進事業を実施することになりました。この事
業は、小学校1年生〜6年生のすべての児童が登録することで利用で
きます。通い慣れた学校施設などを有効活用し、遊びを通じた異年齢
児の交流を促進し、児童の健全育成を図ることを目的としています。
　うらやす社協では、東野小学校地区児童育成クラブとともに、東野
小学校でこの事業を受託することになりました（愛称「東野うらちゃん
ひろば」）。プラバンにアイロンビーズなどの工作道具から、野球盤や
人生ゲームなどのボードゲーム、ストラックアウトやバドミントンな
ど、いろいろな遊びのメニューを用意し、児童を迎えています。
　これからも、うらやす社協ならでは運営を行っていきます。

東野異年齢児交流促進事業「東野うらちゃんひろば」

　肺炎は日本人の死因の第3位。しかも、亡くなる方の95%が
65歳以上の方です。肺炎は、風邪をひいたりインフルエンザに
感染したときだけでなく、加齢による体力の衰え、呼吸器・心臓
に持病があることなどが原因で発症します。からだの免疫力が弱
くなると、肺炎の原因となる細菌に感染しやすくなります。咳や
くしゃみによって周囲に飛び散った細菌を吸い込み、肺で細菌が
増殖し炎症を引き起こすことで肺炎になります。肺炎を起こす原
因で最も多い細菌は、肺炎球菌です。65歳以上の方は、肺炎球
菌にかからないよう予防することが重要です。
　平成26年10月から、「肺炎球菌ワクチン」の定期予防接種の制
度がはじまりました。この制度では、今までに成人用肺炎球菌ワ
クチンを接種したことがない方を対象に、平成30年度までの間
にひとり1回、定期接種の機会を設けています。接種時期は一人
ひとり違います。ご自分が対象となる年度だけ、定期接種として
の公費助成を受けることができます。詳しいご案内は、浦安市健
康増進課予防係までお問い合わせください。

（ともづな富岡 保健師）
参考　肺炎予防.jp：http://www.haien-yobou.jp　
浦安市役所ホームページ：http://www.city.urayasu.lg.jp

　今回のテーマは、「肺炎」

　「まちの保健室」はみなさんに健康や介護予防に関する
情報をお伝えするコーナーです。

✚～まちの保健室～

元町の夜を光で彩る 現在「脳」活性中！
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一緒に「赤い羽根共同募金運動」を盛り上げてください。

千葉県共同募金会浦安市支会
（事務局：浦安市社会福祉協議会）

（協賛：浦安ライオンズクラブ）

平成２９年度

赤い羽根バッジ募金

期間：平成２９年１０月１日～平成３０年３月３１日

千葉県共同募金会浦安市支会では、１０月１日からの
赤い羽根共同募金運動の普及・ＰＲのため、オリジナル
ピンバッジを作成いたしました!!
このバッジは、500円以上の募金にご協力いただいた
方にお渡ししています。

お仕事をご依頼ください！

会員募集中
（60才以上の方）

公益社団法人
浦安市シルバー人材センター

〒279-0004 浦安市猫実2-12-7
TE L 047-355-4001
FAX 047-355-4002

ご葬儀は
安心・信頼・誠実のシルバー葬祭部
10120-384-680

　12月1日〜31日にかけて、歳末たすけあい募金運動を行ってきました。
　この運動は、新たな年を迎える時期に、支援を必要とする人たちが、住
み慣れた地域で安心して暮らさせるよう、地域みんなのささえあいのため
に行っています。
　千葉県共同募金会浦安市支会では、12月1日（金）・3日（日）・11日（月）
に浦安市内の3駅で街頭募金とPRを行いました。
　この街頭募金には、市内の小・中学校や高等学校の児童や生徒、大学生
のほか、ボーイ・ガールスカウト、福祉施設や支部社協の関係者など多く
の団体のみなさんと協働して進めています。
　また、1日（金）と24日（日）のクリスマスイブには、浦安市で活動するフッ
トサルクラブの「Bardral URAYASU Futbol Sala（以下、バルドラール浦安）」
がクラブを挙げて協力してくれましたので、運動の一部をご紹介します。

先輩から受け継ぐ伝統　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　浦安市内には、公立私立を合わせて4つの高等学校があります。
　この4校の野球部は、毎年、「歳末たすあい」と「赤い羽根」の募金時期に
なると、部を挙げて応援に駆けつけてくれます。
　募金当日は、天候に恵まれましたが夕方から気温が下がり、1時間の街
頭募金のあとには、常温のお茶があたたかく感じる夜でした。日ごろ白球
を追いかける高校球児が、この日は、浦安のために頑張ってくれました。
　終わるころには、声をからし、寒風に体をふるわせながらも、街頭募金
に参加できた感謝の気持ちを伝える野球部員の礼儀正しさには感銘を受け
ました。その気持ちは、街頭の人たちにも伝わり、毎年、野球部の担当す
る時間には、多くの募金が集まります。

世代を越えた協力　

　この街頭募金は、市内の小・中学校の児童・
生徒と支部社協推進委員のみなさんが力を
合わせて行ってくれています。
　日ごろは交わることの少ない児童・生徒
と支部社協推進委員のみなさんが、浦安の
ために共通の目標をもって協力し合います。
　児童・生徒は積極的に声を出して募金を呼びかけ、支部社協推進委員の
みなさんは、それを後ろから見守ります。同時に自らも声を出し、募金用
の風船をふくらませ、のぼりを掲げて児童・生徒を盛り上げます。
　参加した小・中学生は街頭募金から地域のつながりを感じとって頑張っ
てくれました。

歳末たすけあい募金からつながる地域の輪
本拠地・浦安への想い　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　浦安市を本拠地とするバルドラール浦安のシュライカ―大阪戦が12月
24日（日）に浦安市総合体育館で行われました。
　この試合は、今シーズンのホーム最終戦ということで、多くのサポーター
が集まり、「プリメーロ（トップチーム）」の選手に熱烈な声援が送られていま
した。
　白熱する試合会場のスクリーンには、「バルドラール浦安」と「歳末たす
けあい募金」の協賛が宣伝され、会場入口の歳末たすけあいのブースでは、

「デフィオ（健聴者／聴覚障がい者混合カテゴリー）」の選手が募金活動を行
いました。
　また、「バセ（Ｕ-15カテゴリー）」が12月1日（金）の街頭募金と試合後
の募金活動に協力してくれました。

年頭に届く小学生からのあたたかい気持ち
　うらやす社協では、歳末たすけあい募金を使って「ひとりぐらし高齢者
への年賀状」の事業を行っています。
　この事業は、市内の小・中学校からひとりぐらしの高齢者に年賀状を送
るため、児童・生徒一人ひとりが気持ちを込めて書いています。
　参加した児童・生徒は、「どんな人に届くのかな?!」と、メッセージを考
え、挿絵を工夫し、相手の気持ちを一生懸命に想像して作成しました。
　年初めの浦安に、約450通の小・中学生のあたたかな気持ちが配られ
ました。

歳末たすけあい募金の使いみち　　　　　　　　　　　　　

　平成29年度は、5,484,000円の配分計画をもとに募金を行いました。
〈援護金〉3,940,000円
　浦安市内の障がいのある方や福祉施設で生活されている方、交通事故で
親を亡くされた世帯、また経済的な理由で学習機会に恵まれない子どもな
どに配布する歳末援護金品として活用します。

〈地域福祉推進事業〉1,544,000円
　ひとりぐらし高齢者への年賀状事業、見守り訪問活動のカレンダー事業、
障がい者・高齢者などの外出支援のための福祉車両貸出し事業や自治会な
どへの軽貨物車両の貸出し事業として活用します。　　

デフィオの選手の笑顔 バセが募金活動中！

先生の説明を聞く姿は真剣 作成に一点集中

最良のコンビネーション

千葉県立浦安高等学校 千葉県立浦安南高等学校

東海大学付属浦安高等学校 東京学館浦安高等学校

師走の夜空に青春の声が響いていました。
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子育てサロン
パパとベビーのサロン

　地域子育て支援拠点である「堀江つどいの広
場」と、月4回子育てサロンを開催している「う
らちゃんサロン望海」で、「パパとベビーのサロ
ン」を開催します。
　ママにつかの間のひとり時間をプレゼントし
たり、地域でパパ友を作ったり、子育ての悩み
を共有したりしませんか。パパとベビーの初め
てのお出かけにもおすすめです。
　子育て経験豊富なスタッフがお待ちしていま
す。詳細は下記をご覧ください。
対象：3歳以下の子どもとその父親
持ち物：いつものお出かけセット（タオル・お
むつ・ミルクなど）
内容：親子の交流、育児相談、手遊び・ふれあ
い遊び、など
パパベビサロンin堀江つどいの広場
とき：2月17日(土)午前10時～11時30分
※�午前11時30分～午後2時は通常開所の時間

になります。
ところ：堀江つどいの広場(堀江3-1-8)
パパベビサロンinうらちゃんサロン望海
とき：2月24日(土)午前10時～11時30分
※ 正午までは施設を開放いたします。
ところ：望海の街集会所（明海4-2）

≪注意≫
パパとベビーのサロンは、ママの参加はできま
せん。※お見送り、お迎えは大歓迎！

ボランティア・災害ボランティア
第16回ボランティアフェスティバル

　浦安市ボランティアセンター登録グループの
活動紹介や展示・体験コーナーをはじめ、ボラ
ンティアに関する相談、お楽しみイベント、ホ
テルやレストランの食事券が当たる抽選会など
盛り沢山の内容です。皆様のお越しをお待ちし
ています。
とき：1月21日（日）午後1時〜4時
ところ：総合福祉センター
主催：浦安市ボランティア連絡協議会
協力：浦安市社会福祉協議会
問合せ：浦安市ボランティアセンター
☎380-8864

1月17日は「防災とボランティアの日」
「災害ボランティア」に、ぜひ登録を！
　災害が起こるたび、各地で大勢の災害ボラン
ティアが被災地の復旧・復興のために活躍して
います。
　うらやす社協が運営する「浦安市災害ボラン
ティアセンター」は、県内初の「常設型」として、
災害発生時にすぐ活動できるよう、いつでも災
害ボランティアへの登録を受付けています。災
害が発生し、ボランティアの協力が必要となっ
た場合は、登録された方へ、いち早く情報を発
信します。被災者の手助けとなるよう、通常の
活動はもちろん、特技や資格を生かした災害ボ
ランティア活動にもぜひ登録してください。
登録方法：浦安市災害ボランティアセンター窓
口で登録するほか、WEBからも登録できます。
WEBから…浦安市災害ボランティアセンター
ホームページ➡トップ画面の「災害ボラWEB
登録」をクリック➡必要事項を入力して登録

講座
防災ママカフェ inうらやす

　東日本大震災では、ママが「知らない」「備え
ていない」ことで、誰より大変な思いをしたの
は子どもたち。子どもは、ケガの手当ても、防
災食の備蓄も、防災リュックの準備もできませ
ん。いざというとき、子どもを安心させてあげ
られるように、ママとしてできることから始め
ましょう！
　ママが知っていれば、備えていれば守れる命
があります。
とき：3月7日（水）
午前10時～午後0時30分
ところ：総合福祉センター2階会議室
内容：第1部　防災ワークショップ
　　　第2部　防災食試作＆試食会
講師：(一社)スマートサバイバープロジェクト
かもんまゆ氏
定員：先着30名

（事前申込制・保育希望者は要予約）
費用：無料
持ち物：筆記用具、いつものお出かけセット
申込・問合：2月5日（月）～2月28日（水）

（定員になり次第申込終了）
浦安市災害ボランティアセンター
☎047-355-5520

平成29年度　笑って学べる！
誰でもわかる成年後見早わかり講座

　県民や福祉関係者を対象に、お笑い芸人の
トークや弁護士による解説を通して、わかりや
すく成年後見制度の概要や職務を伝え、制度の
利用促進や周知を図ります。

とき：2月25日（日）午後1時～4時
ところ：千葉県経営者会館6階大ホール
定員：200名（申込先着順）
申込：申込書(http://www.chibakenshakyo.
com/よりダウンロード)をFAX又はE-mailで
送信
締め切り：2月15日（木）必着
参加費：無料
申込・問合：〒260-8508　千葉市中央区千葉
港4-3　千葉県後見支援センター☎043-204-
6012/FAX043-204-6013
{smil@chibakenshakyo.com

募集
児童育成クラブ支援員

応募資格：年齢・資格・経験など一切不問
※�保育士、幼稚園・学校教諭、社会福祉士の有

資格者優遇
※高校生不可
給与：時給960円～※規定により昇給・手当
あり（月5,000円～）・交通費支給
※�有資格者は研修8週勤務後1,030円～（2年

目時給1,100円）
勤務：週3日～5日（応相談）月～金
正午〜午後7時30分（うち６時間勤務）

（長期休み期間など）月～金
午前7時30分〜午後7時30分（うち8時間勤務）
※シフトにより土曜日勤務、月1回程度あり
勤務地：東野小学校地区児童育成クラブ
　　　　富岡小学校地区児童育成クラブ
応募：1月31日（水）必着で履歴書をご持参また
はご郵送ください。書類選考のうえ、ご連絡い
たします。

日常生活自立支援事業の生活支援員
　判断能力に不安のある方に対し、福祉サービ
スの利用援助や日常的な金銭管理などをお手伝
いする事業を行っています。この事業の担い手
である『生活支援員』の登録者を募集します。詳
細は、うらやす成年後見・生活支援センターま
で。（☎047-355-5315）
※�研修受講後に登録し、担当利用者が決まった

時点で活動します。活動は月数回、活動時間
に応じて１回1,000円程度の手当てを支給し
ます。

　ありがとうございます。地域福祉活動の
ため大切に活用させていただきます。
平成29年10月1日〜12月31日

（敬称略・順不同）
一般寄付　10件　162,710円
今川オートサイクル
横川自転車店
東野自治会
ゆかた会
山一興産株式会社
ティスル スコティシュ カントリーダンス
匿名4件

Information インフォメーション

パパ同士、子育てあるあるで共感しあえる

ふれあい遊びで「たかいたか～～い」

防災食を切り分けながら講演内容を振り返って
真剣に話し合うママたち

善意の寄付
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※次号でも、市民後見人の活動を紹介していきます。
　成年後見制度についてのご相談は、うらやす成年後見・生活支援センター（☎047-355-5315）まで。

環境にやさしい
植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

●�東西線浦安駅前、東京ベイシティ交通バス④⑧⑫番線で『市役所
入口郵便局前』下車、徒歩3分

●�京葉線新浦安駅北口、東京ベイシティ交通バス⑤番線で『東野保
育園』下車徒歩1分

●�京葉線新浦安駅南口、又は舞浜駅南口おさんぽバス「舞浜線」で
26番『総合福祉センター』下車すぐ
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  総合福祉センター  
老人福祉センター
（Uセンター）  

●

〒 279-0042 浦安市東野 1-7-1 総合福祉センター内
TEL 047-355-5271  FAX 047-355-5277

fukushi@urayasushi-shakyo.jp
（総合福祉センター内の施設）…………………………………
●うらやすファミリー・サポート・センター
TEL 047-700-6601 famisapo@jcom.home.ne.jp
●うらやす成年後見・生活支援センター
TEL 047-355-5315 sodan@urayasushi-shakyo.jp
●浦安市ボランティアセンター
TEL 047-380-8864 vc@urayasushi-shakyo.jp
●浦安市災害ボランティアセンター
TEL 047-355-5520 info@urayasusvc.jp
FAX 050-3153-2421（IP 電話の場合は 047-355-5277へ）

（その他の施設）…………………………………………………
●浦安市老人福祉センター
〒 279-0042 浦安市東野 1-9-1　TEL 047-351-2096
FAX 047-351-7373

ucenter@urayasushi-shakyo.jp
●浦安市富岡地域包括支援センター
〒 279-0021 浦安市富岡 3-1-9　TEL 047-721-1027
FAX 047-721-1026

tomozuna-tomioka@urayasushi-shakyo.jp
●東野小学校地区児童育成クラブ
〒 279-0042 浦安市東野 1-7-3　TEL 047-304-1880

higashino-club@jcom.home.ne.jp
●富岡小学校地区児童育成クラブ
〒 279-0021 浦安市富岡 1-1-1　TEL 047-352-7400

tomioka-club@jcom.zaq.ne.jp
●東野うらちゃんひろば
　（東野小学校放課後異年齢児交流促進事業）
〒 279-0042 浦安市東野 1-7-3　TEL 080-4815-1511

urachanhiroba@urayasushi-shakyo.jp
●堀江ぽっかぽか
〒 279-0041 浦安市堀江 3-9-22
TEL/FAX 047-721-3737

horie-pokkapoka@urayasushi-shakyo.jp
●高洲ぽっかぽか
〒 279-0023 浦安市高洲 5-3-2　地域交流プラザエスレ高
洲１階　TEL 047-721-1294　FAX 047-721-1295

takasu-pokkapoka@urayasushi-shakyo.jp
●富岡ぽっかぽか
〒 279-0021 浦安市富岡 3-1-7　富岡公民館１階
TEL 047-380-1294　FAX 047-351-2960

tomioka-pokkapoka@urayasushi-shakyo.jp
●堀江つどいの広場
〒 279-0041 堀江 3-1-8　TEL 047-351-2646

h-tsudoi@jcom.home.ne.jp

●社会福祉法人浦安市社会福祉協議会

社協カレンダー［平成30年1月〜4月］

○第16回ボランティアフェスティバル［21日（日）］
January1

月

○浦安市社会福祉協議会設立55周年・社会福
祉法人35周年記念式典［9日（金）］

○パパベビサロンin堀江つどいの広場［17日（土）］
○パパベビサロンinうらちゃんサロン望海［24

日（土）］
○災害ボランティアセンター図上訓練［25日（日）］

February2
月

○成年後見制度・相続相談（弁護士）
　1月16日（火）・2月13日（火）・3月13日（火）
○相続・遺言・成年後見相談（司法書士）
　※富岡公民館　1月17日（水）・2月21日（水）・
　3月14日（水）・4月18日（水）
○心配ごと相談　毎週木曜日
○助産師相談（堀江つどいの広場）
　2月1日（木）・3月1日（木）・4月5日（木）

※最新情報はホームページをご覧ください。

【 相 談 】

○防災ママカフェinうらやす［7日（水）］
March3

月

　「成年後見人（以下、後見人）」の名前をテレビや新聞で見聞きしたことはありますか？
　後見人は、認知症の高齢者や障がいのある方を支援する人として、その人らしい生活を支
えるために活動します。前号では「お金の管理」について紹介しましたが、今回は、「生活面
のサポート」についてをご紹介します。

　一人暮らしのAさん。認知症でお金の管理が難しくなり、
市民後見人のBさんが後見人に決まりました。

　～さあ、後見人のBさんはAさんのために何ができるでしょうか～
一日おきにAさんを訪ね、掃除や買物をしてあげるのでしょうか。いいえ、違います。

　BさんはAさんの生活を支えるために、必要なサービスを手配することにしました。
このように、生活に必要なサポートを手配することも後見人の大切な仕事です。

市民後見人の活動を紹介します

はなしを聞くと、大家さんは A さんを心配し
て来てくれたのです。

3

一人で買物には行っているようだけど、財布
に入りきらない小銭が部屋にたくさん目につ
くようになりました。

5

B さんはまず、「介護保険」の申請のために市
役所に相談に行きました。

7

ある日、B さんが A さんと話をしていると、
隣に住む大家さんが訪ねてきました。

2

そういえば、きれい好きだった A さんのお宅。
最近は片づけが、できていないし、お風呂も入っ
ていないみたいで、いつも同じ服を着てる…。

4

B さんは、認知症の進行のため A さんが掃除
や買物が苦手になってきたことに気が付きま
した。

6

介護サービスを使って、A さんが苦手になっ
てきた「掃除」や「買物」を助けてもらおう
と考えたのです。

8

大家さん

ヘルパーさん

B さんは定期的に A さんの家を訪れ、A さん
といろいろな話をします。

1

市民後見人
Ｂさん Ａさん

○福祉交流レクリエーション［15日（日）］
　（主催：浦安市ボランティア連絡協議会）
○うらやす社協だより第100号発行［15日（日）］

April4
月
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